関係者評価　2024

　2024年度は、以下の項目による関係者評価を行った。アンケートの内容と結果は以下のとおりである。

１　日々の遊びについて

・全学年が一斉に外遊びできる環境がすばらしい。また、忍者試験を通して子どもが目的を持って活動することができている。
・さまざまな遊びを子どもが自分で選んで取り組むことができてよい。外遊びは、異年齢交流の場なので、保育者からきっかけを作ってもらえると嬉しい。
・体系的立てて遊んでいる様子が見られ、学びが効果的だと感じる。時々、（毛虫の発生等で）大型遊具が使えなくなるのが残念。
・多様な遊びに取り組んでいる子どもの姿を見ると、心から安心する。
・保育者が遊びが楽しくなるように、考え、かかわりを広げてくれていることがわかる。
・全員がすぐに外遊びできるところがよい。暑い夏も、日陰や水浴びなど環境を整え、遊びが続けられるようにしている。
・以前に比べて、学年に限らず体系立てて遊んでる様子をよく見るようになりました。園児同士でストーリーをつくり、お互いにアイデアを出しながら遊んでいる様子に感心した。また、保育者がリードしてグループで身体を動かしたりと、効果的な遊びができているように思う。時々、大型遊具が使えなくなるのが残念です。木にぶら下げたブランコのひもが少し長いのではと思う。
・毎日送迎やPTA活動で園に出向く度に、園庭で元気よく走り回ったり、大型遊具で遊んだり、こまや竹馬、縄跳びをしたり…凄く身体と頭を使って「日々の遊び」をしている子ども達を見ると心から安心する。
・先生方が、子ども達が興味をもっている遊びを、より楽しくなるように考えて下さったり、友達との関わりを広げて下さったりしていることが、学期末のファイルで見る写真で伝わってきた。子どもの話からも、毎日楽しかった遊びの話を聞いて感謝している。

２　森の保育について

・高知県は針葉樹が多い中、広葉樹でいっぱいの森は貴重であり、竹林や池、小川、大きな岩もある場所は探しても見つからないと感じる。舗装されていない山道を、季節を感じながら過ごし、植物や生き物に触れる経験はかけがえがない。
・先生の目の届かないところで、勝手に進んで遊ぶ姿があって、注意したことがあった。森では、子どもも開放的になるので、迷子や置き去りがないよう、事前に話をするなど、さらなる注意をお願いしたい。
・お手伝いに行ったときに、先生から事前に学んできたことやねらいを話してもらえるので、関わりの糸口になる。
・体験が作品展へとつながり、見事に表現されているので、保育のすばらしさを感じる。鳥をテーマにした学年では、声を聴いたり、笛や双眼鏡を使ったり、テーマに向かっての活動を一緒に体験できたことが、作品展での大きな感動につながったと思う。
・まだ大きな災害、ケガ、虫からの被害等を経験していないが、教育や環境整備がされているので安心感はある。マダニ対策もしっかりしている。度々の森の整備にも、本当に感謝している。
・保護者との連携がうまく取れていた。もし、人数が少なくなっているようなら、全体に投げかけてもいいのではないか。
・虫や草花など、あんなにも季節を感じられる場所は、他に行くとなると難しく、普通に市内で生活をしているとなかなか簡単に経験させてあげる事も出来ない。森に行く、それだけで子ども達はワクワクしている。マダニ対策もしっかりしてくれており、担任・副担任の先生方や森のおじさん達のおかげで子ども達も大きく成長できている。
　改善点といいますか、こんな方法もあるかな？と思うのは仕事をされている保護者がどんどん増えて、2歳児・年少の保護者の森のお手伝いが少なくなっている様ならお手伝いを全体に募集するとか…我が子がいなくても、森のお手伝い行ける保護者の方もいるかもしれない。
・度々、森が整備されていて、本当に感謝する。昨年度は、鳥がテーマということで、鳥の声を聞いたり、鳴き声をだすものを使ったり、双眼鏡で姿を探したりと、テーマに向かっての活動を一緒に体験できたことが、作品展での大きな感動に繋がったと思う。

３　各種参観日について

・保育室で、担任の先生から保護者全体に話があり、クラス、子どもたちの様子、クラス運営、保護者に心がけてほしいことなど、伝えてくれることがよかった。
・おいもほりについては、特別な体験として写真撮影の許可を望む声を多く聞いた。お芋畑のみ撮影可能にしてほしい。
・バス登園だと、先生方から普段の様子を聴く機会がないので、子どもと一緒に触れ合えて、普段の様子が見られてとてもいいと思う。頻度もちょうどよいと思う。
・豆まき参観日が大好きです。コマまわし大会は親も参加できるところが素晴らしいです。また、磯あそびなど特色ある参観日がたくさんあっていいと思います。最近、よく耳にするのが写真をとれないことを残念がる声です。写真を販売しないイベントについては少し緩めてもいいのかなと思う。
・１年を通して様々なスタイルの参観日があって保護者としては有難いかぎりです。
・学年ごとに日を分けてくれたり、週間として、行ける時に行けたり…その人の生活スタイルで参加出来るやり方は良かったと思う。どうせ行くなら、普段の園での姿を見たいと思うので、行く時間帯を選べれるのは嬉しい。
・年長最後の参観日で、体育の時間を参観したのですが、クラス全員でドッジボールをしているのを見て、我が子やお友達の意外な一面が見られて、とても楽しかった。好きな遊びを楽しんでいる姿は見慣れているので、年長児では、クラス全体で取り組んでいる姿が見られる機会があっても良いのではと思った。

４　行事について

・作品展だよりは、教育研究活動を重視している園ならではのものだと思うが、分量が多すぎるので読まない保護者もいるのではないか。業務負担を考慮して、省いてもよいと思う。それよりも、別の日でよいので、保護者の観覧ツアーなど設けて、先生の解説を聴きながら作品を鑑賞する機会があるとありがたい。なかなか、バザーの日は、ゆっくり見ることが難しい。
・運動会、作品展、生活発表会は、子供の成長が年々感じられて、大きな節目なのだと実感する。作品展や発表会のテーマ・演目が毎年違い、こちらも驚かされるような作品に出合えるので、先生方はすべてにおいて大変だと思うが、大変楽しみにしている。
・日本の伝統行事に重きを置いていて、とてもありがたいと思う。
・代掻きがプランターになったのが、残念。普段の遊びの中で、プランターで生物の様子や生態系を見れたりと良かった点もあると思うが、田植えを体験する行事としては、少し物足りないものになったと思う。
・日本の伝統行事にも重きをおいていて、とてもありがたいと思う。
・駐車場のルールを今一度守ってほしい。
・運営として、色々な行事に密に関わる機会が多いが、毎回子ども達の弾ける様な笑顔が溢れる季節の行事、運動会、バザー、お餅つき、出来る限り継続維持していただきたい。保護者のお手伝い係の範囲や人数、やり方をもう少し整理するべきかな、とは思う。
・運動会の運営準備係の負担が大きい。例えば、2歳児は保護者が一緒にいてくれるので、数名先生が準備係にいてくれると、運営の不安が軽減されるように思う。作品展は、最高だった。生活発表会は、各年齢の育ちが感じられて良かった。クラス全体での歌も素敵でした。

５　保育者について
・若手の先生の大きな成長を感じた１年だった。自信を持って保育している様子がわかるし、安心してまかせられるようになった。また、ベテランの先生が足りない部分に細やかなフォローを入れてくれているので、園児が落ち着いて過ごしているように思う。
・長男次男ともに、先生方からは園での様子を毎日とても細かく教えてもらい、一緒に育ててくださっている、という感謝の気持ちしかありません。
・クラスを問わない声がけや、関わりが少ない先生でも我が子の名前を覚えてくださっていると嬉しく感じると同時に、とても安心する。
・登園する際、先生や職員の方からすすんで挨拶をしてくれる。多忙のなか、子ども達をよく見て下さっていると日々感謝している。
・皆さんいつも明るく、元気をもらう。子どものいい面をたくさん教えてもらえるので、つい出来ないことに目がいってしまう自分の子育てに気付きをもらえる。
・皆さんが、ちゃんと子ども達一人一人に向き合ってくれている事が伝わってくる。
・いつも一生懸命保育して下さっていたことが、子どもの話を聞いて伝わってきた。お話もしやすい先生方ばかりで、とても安心した。

６　PTA活動について
・各クラス委員の負担は少なくなり、無理なく参加できる体制だと思うが、その分、運営委員の負担が大きくなっていると思う。また、運営委員も長期に渡り役員をするのではなく、１年または２年程で交代できるような体制をつくっていかないと、今後、PTAを継続していくことが難しいのではないか。
PTA活動自体は、保護者同士の交流も生まれ、園児たちにもいい影響を与えられる活動になっていると思うので、時代の流れに沿うように変化しつつ、継続していければと思う。
・クラス委員、運営、サークル3つ経験させてもらっている。「楽しいけど大変。大変だけど楽しい。」が率直な感想で、こんなにも保護者同士の繋がりを持てたことは、予想外な出来事だった。大変な中で得たものは、とても大きいと感じている。
・PTA業務では、さくら連絡網の活用で会議室へ出向く回数が減ったのはとても助かった。クラス委員や運営メンバーの中でも、お仕事をされている保護者、未就園児のいる保護者も有り難いのではと思う。
・保護者間の連絡もLINE利用でとても便利だが、特に運営は意見交換の必要性が多く、家事や我が子への対応が後回しになってしまう場面も多い。この先、お仕事と運営を両立される方が増えてくると、もう少し皆で検討する事柄を減らす必要があるように思う。例えば、忍者試験リレーを毎年同じ内容にするなど、簡素化が必要かと思う。
・運営委員やクラス委員は、家に帰ってからもずっと連絡を取り合い続けており、肝心の自分の子どもや家庭を犠牲にしてしまっている面が強く、本末転倒であると感じる。lineの使用時間を決めたり、お便りのチェックの簡素化を図るなど、やり方を変えていかないと、気軽に引き受けられる人はいなくなると危惧する。
・世間ではPTA活動が縮小・削減されているが、子どもたちに現在の行事等を体験させてあげるには、園以外のマンパワーは必須だと感じる。そして今の行事をできれば減らすことなく体験させてあげたい。しかし共働き家庭の増加等、参加が難しい家庭が増えているのも現状について、その打開策を模索していく時だと感じる。
１年間運営として活動したが、もし仕事や介護等があれば負担が大きすぎて無理だっただろう。もちろん楽しい面ややりがいは充分にあった。しかし園に来ない時でも、日々グループLINEで細かい案件毎に心を砕いて知恵を出し合う状況に時間を費やす事も多く、特に会長の負担は計り知れないと思った。
　役員をいきなり当番・くじ引き等に変更するのは現実的ではないかもしれないが、まずは出来るだけ多くのご家庭が、小さな事でも何らかの形で万遍なく関わってもらえるようになれればといいと感じる。
　おもちつきは後片付けも参加を募集したり、(定例会でも意見が出ていましたが)運動会、バザー、もちつきなどで使う物品リストの画像・保管場所の一覧を作るなど、園に馴染みがない方でもパッと見てすぐ分かるシステムを作って(作るのは大変ですが…)、まずは今後の運営の負担やお手伝いの手を広げていければいいかなと感じる。
・PTA自体は、あるべきだと思う。活動内容は誰でも出来る内容で、仕事をしていても小さい子どもがいても、気軽に参加してみよう！と思える内容でないと年々存続も難しくなっていくのでは…と心配する。任期も、園に在籍中にずっと同じ人がやるのではなく、2年任期などで回転を早くする方が、色々な方法や意見、アイデアも生まれて活気付く気がする。
・保護者同士が交流をもつ機会が多くていい面もあるが、昨年度の焼きそばのように、個人に負担が大きくかかってしまい、後味が悪い結果となってしまうのは悲しい。具体的な改善策があるわけではないが、次は、気持ちよく終われるといいと思う。

７　その他
・年度はじめに提出する緊急時の連絡先を毎年書き直すのがとても面倒です。鉛筆で書いて、変更部分のみ書き直す形にしてはどうですか？
・また、こどもの主体性を育む環境（森や普段の遊びなど）と、教育系の習い事が両立した珍しい園であるのに、充分なアピールができていないのがもったいない。近年の保護者は、園でどんな教育やお稽古ごとができるのかを重要視しているように思うので、硬筆、そろばん、サッカーをきっちり情報（時間や月謝）としてパンフレットやホームページに記載するといいと思う。
・また、「国語はじまり」と「体育」と外部から講師を招いて、しっかりと時間をとってカリキュラムの中で学習しているということをもっともっとアピールするといいと思う。
・アレルギー対応をはじめ、野菜があまり食べられなかった子どもが今ではよく食べられるようになり、給食室の方々には感謝している。
・若草幼稚園の素晴らしさについて、私自身入園するまで知らなかった点がたくさんあった。めばえの様子や(HPに写真がなく初回参加する時は実はかなり勇気が必要だった。周囲からの口コミ等情報源が少なく、「あそぼっと」の支援員さんからの情報で、行ってみようか…と思った次第です)バザーやおもちつき行事のこと、保護者も一緒に楽しんで活動していること、実際の防災教育の状況など、素晴らしい取り組みの数々をもっと外部の方に伝わるよう詳しく広報されたらよいのではと思う。
・写真撮影について、園から事前にお知らせして下さいますが、よく「今日は写真ダメなんだっけ？」と聞かれる。お便りを読む方、そうでない方、守らない方、様々な方がいるので、当日にもお知らせしてもらえるといいと思う。
